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はじめに

この10年、日本の産業界における環境に配慮した
設計（“エコデザイン”）や、ものづくり（“エコプ
ロダクツ”）の開発成果や、それを購入する自治体
や企業、市民の購入活動（“グリーン購入”）の意識
変化には目を見張るものがありました。
工業製品はペットボトルから家電製品、建築設備に
至るまで大幅な省資源化、省エネ化を実現し、リサ
イクル率も高まっています。
しかし一方では、資源・エネルギー消費によって我
が国の地球温暖化ガス排出量は横ばいか微増で推移
し、仮に多少でも減っているとすれば、不況による
ネガティブな効果か東日本大震災の影響による電力
需給問題による節電効果の現れです。
最終の目標が持続可能な社会の実現であるとすれば、
技術革新だけでは目標を達成できないと感じる人も
多くなってきました。
これからの10年は、人々の考え方や暮らし方に係
る価値観に大きな変化をもたらし、社会の仕組みを
変えていかなければなりません。

ソーシャルデザインとコミュニティデザイン

現在、日本のみならず世界規模でグローバル社会に

向けて大きな変革期を迎えています。これにより従
来の社会システムがついてゆけないという機能不全
を起こしつつあり、次々と新たな社会的な課題が出
てきています。
こうした問題を解決するための新しい社会システム
を構築するという“ソーシャルデザイン”とともに、
経済発展に伴い失われつつある人と人とのつながり
を現代社会において再構築を行う“コミュニティデ
ザイン”が最近脚光をあびつつあります。
私は最近この“ソーシャルデザイン”と“コミュニ
ティデザイン”の発想を取り入れた、それぞれの社
会問題に対して、問題意識を持った有志が集まるネ
ットワークをたくさん作り上げ活性化する。という
ことが必要になっているように思いはじめました。

エコデザインフェアの試み

NPO 法人エコデザインネットワークが運営してい
るエコデザインフェアを例にとって説明します。わ
れわれの開催しているエコデザインフェアでは環境
問題の克服という大きな社会的課題に向けて、展示
会、講演会などの啓発普及イベントを行っています。
展示会出展者は約100団体、来場者は約1000名と
いうまだまだ小さな手作りのイベントです。
しかし、出展者達はただ単に出展物を置いてアピー
ルするだけでなく、設営・撤去・当日の運営、来場
者の動員とみんな一丸となって協力してくれます。
そこには、学生を含め一般市民や自治体の協力もあ
りました。
アンケート結果をみると、来場者への成約に結び付
いている出展企業もあったのですが、それ以上に運
営に協力していただいた人たちが、イベント終了後
も相互に営業活動を行い、商品を購入したりと、イ
ベント期間中だけではなく、エコデザインフェア終
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エコデザインフェア開催風景

了後も大きな成果が生まれてきています。
環境問題の啓発普及、自社製品の販売と、それぞれ
違う目的として参画した方々がひとつのエコデザイ

ンフェアを成功に導くということに向けて動いた結
果、ひとつのコミュニティが生まれることとなりま
した。

学会や市民・民間・業界団体の運営

私は社団法人空気調和・衛生工学会近畿支部、社団
法人建築設備技術者協会近畿支部、NPO 法人エコ
デザインネットワーク、大阪グリーン購入ネットワ
ークの4団体の事務局長と大阪ヒートアイランド対
策技術コンソーシアムの事務局員をわずかスタッフ
2名と共に兼務しています。数年前までは一人で事
務局を運営していました。

それぞれの団体がそれぞれの目的を持ち、多くの会
員を抱えています。各団体の役員、会員を含め関係
者の協力なしでは、何も出来ません。自分の能力が
なかったおかげで、人に助けを求めることだけは長
けていたのかも知れません。
社会的な問題を解決する。コミュニティを作る。こ
の2点を忘れず、皆さんにご迷惑をお掛けしながら
楽しい輪をたくさん作っていき、また人材育成に取
り組んでいきたいと思います。一緒に活動したい方
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は、HPを御参照下さい。

（社）空気調和・衛生工学会近畿支部
　　　　　　 http://kinki-shasej.org/
（社）建築設備技術者協会近畿支部　　　　　　　
　　　　　　 http://www.jabmee.or.jp/local/kinki/

NPO法人エコデザインネットワーク　　　　　　
　　　　　　 http://www.eco-design.net/
大阪グリーン購入ネットワーク
　　　　　　 http://www.gpn.jp/
大阪ヒートアイランド対策技術コンソーシアム　　
　　　　　　 http://www.osakahitec.com/
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